
志望理由と抱負 

白井市 市場正明 

 

 首都圏を中心に、全国的に自然破壊や環境汚染が進む中、白石は、東京通勤圏にありながら、

豊かな自然と緑を残している。住宅地を一歩出れば、昔のままの自然林を残した雑木林や里山が、

あちこちに見られる。これらは、市民共有の、さらに後世を含めた財産として保全されるべきも

のと思う。 

 私は、自然の中を散策するのが好きだ。市発行の「しろい散策マップ」、季刊誌「ほくそう」

や「千葉ニュータウン地図」を持ちながら自転車を乗り回し、自然の中へ繰り出し、自然に話し

かけ、自然と対話をするのが好きだ。小鳥のみか樹木ですら会話に加わっている。その時自分は

「風」になりきっている。 

 在職中（高校理科教員）の約４０年前、化学部（部活動）を指導して、当時の江戸川の水質検

査（汚濁状況）をした。関宿、野田、松戸の各橋上から採水し、学校に持ち帰り、保健所の水質

検査基準に基づいて分析した。結果を文化祭にて発表し、公表を博した。当時、水質汚染や環境

破壊についてそれ程注目されていなかった時代であり、当時としては目新しい発表だったように

思う。その頃から環境保全に関心を持っていた私としては、今回の「自然環境調査員養成講座」

は、願ってもないチャンスと思った。それに、いざという時のために、昨年から「公害防止管理

者試験（国家試験）」に挑戦している。 

 開発としzん環境保護が調和した町づくりを進めている白井市は私も大好きな街である。今自

分が勉強していることが、この街のためになる機会があれば、こんな嬉しいことはない。自然環

境全般の保全を図るなかで、特に水質（公害試験の受験科目）に注目している。例えば次のよう

な水域で、水質、水量、枯渇度などはどのように変化しているのか。 

 神崎川、二重川、金山落とし、、、などの河川 

 清水口、南山、池の上、、、などの遊水池、貯水池 

 白井木戸の弁天池、法目の弁天池、みたらしの池、清戸の泉、、、などの遊水池 

さらに、下水道の未設置の排水はどのように処理されているのか。工業団地や控除運度から有害

物質が排水に含まれて排出されていないか、、、など、自然環境調査員として、貢献できる機会が

あればと願っている。 

 

------------------------------------------------------------------------------------ 

白井市自然環境調査員養成講座受講希望 

 

○希望理由：昨年より数回手賀沼関係で 湧き水の水質、生物調査を手伝うことになり、もっと

よく知りたいと思った。 

○抱負：『白井の自然を考える会』では、年数回自然観察会を催していて、そのお手伝いをして

いるが、皆の質問などに少しでも答えられたら と思う。 

 

 

                               岩本洋子 

 

 受講を希望する理由及び抱負               

 桂島 恵理 

・理由について 

   私は、白井に住んで9年になりますが、市内周辺の自然環境はすばらしいと思います。四

季を通して多種多様な動植物を身近な場所で見ることができるからです。 

   これまで市主催でのウォーキングや自然観察会に参加して、里山を歩いたり、野鳥や野に

咲く植物の観察など、日常見つけようとしなければ発見できない、身近にある自然環境の豊

かさを実感しました。 



   日頃から 野山を歩いたり、知らない植物の名前を調べたりすることに興味があり、また 

残されている貴重な自然や生態が壊されていっている事は、残念なことだと思っていました。 

   全国各所で自然保護に対する活動は行われていますが、小さな規模でもっと身近な場所で

環境保全について何かしたいという思いがありました。 

   それには専門的な知識が必要で素人では無理ではないかと思い、迷っていたところ、今回

の養成講座を知り、是非受講したいと思いました。 

 

・抱負について 

   自然環境の中で、近年著しく変化してしまった場所が、水辺の環境ではないかと思います。

生活排水などによる河川や湖沼の汚濁が進んで、水生の動植物は昔とは一変してしまいまし

た。また、外来の動植物が在来種を駆逐してしまっています。 

   水生植物の植生の分布、在来種と外来種の分布している割合を調べてみたいと思います。 

   印旛沼、手賀沼の支流にある河川の植生についても興味があるので調べたいと思っていま

す。 

   また、今回の講座で身についた知識は、自然環境の保全や 蘇生する活動に役立てたいと

思います。 

  

 

自然環境調査員受講希望理由 

  遠藤 昌久 

 

受講希望理由については、過去に勤務地と実家がある関係から葛飾区の自然観察レポーターを

経験しており、その際に体系的に調査方法を理解することの重要性を認識したことです。自分の

生まれて育った葛飾区で29年、白井へ来て27年が過ぎました。小学3年生から今迄、甲虫類の

カミキリムシを専門に研究中です。 

自分の夢は新種発見で 一生のライフワークにしています。これらのカミキリムシを通じて自

然環境の大切さ、生物、環境、植物、公害などの取り組みの大切さ、生態系を守る棚田、谷津田

などの重要性を身をもって感じています。白井の豊かな自然を現在から未来へ資産として残すこ

とは自分の使命と考えています。 

生きてきて感じることは、葛飾区も自然の宝庫でしたが、開発と共に都市補間機能としては大

変発展しましたが、その分自然が失われていきました。これからはこれを生活と調和させ、若い

世代へ引き継ぐことが大切でありそのためにも調査を生かして実践していきたい。 

今までの自分の持っている自然に対する感覚、経験を受講を通じてさらに向上させ、今後の白

井の調和ある発展と自然を大切にする都市づくりのためにも少しでも貢献していきたい。 

抱負としては、白井の地の利を活かし、今後日本の玄関である成田空港からも近い、そして都

市へも近い中で、緑を感じることの出来る世界に通じるすばらしい自然環境を残せる白井市づく

りに実践行動をしていきたい。 

 

応募理由 

緒方恵子 

 若い頃から植物が好きで、特に野山に咲く植物にひかれ、学生時代には生物部に入り、胴らん

をさげ、野山に分け入り植物採集をして、標本などを作ったのが良い思いでです。子育ても終わ

り、夏には山に出かけ高山植物に会いにいき、花の写真を撮るのが趣味となりました。 

 自然がいっぱいあるのが魅力で、白井市に引っ越してきてもう 25 年になります。引っ越した

当時は、子供達は朝早く起き、カブト虫とりに夢中になり、春にはわらび採りに行き、リンドウ

や百合の花が咲いているのを見つけうれしかったのを覚えています。今では宅地開発も進み野原

も少なくなりました。でも、白井にはまだまだ自然が残っています。この自然をどのように残し



たらよいのか？一人でも多くの仲間と一緒に考えていきたい。 

 

 

受講を希望する理由と抱負 

永瀬洋子 

 自然科学を学んだといえば、高校時代の生物しかありません。そうそうたる履歴の方々が集ま

るでしょうから、これでは、とても合格は無理と知り、志願するのはあきらめました。 

しかし、募集要項をもう一度読んでみると、｢生物や自然環境の保全に関心があり、市内の環

境保全に積極的に提言していきたいと考えている方は、ぜひとも応募を｣とあります。勇気を奮

って、応募します。 

専門的な勉強は経験しておりません。しかし、平成3年に、仲間たちと住民ｸﾞﾙｰﾌﾟを作ったこ

とが大きなきっかけとなり、白井の自然環境に大仰な言い方ですが開眼しました。知識豊富な人

の後ろをついていって覚えたに過ぎませんが、植物、野鳥類を認識できました。そのほか、白井

の川、湧き水についても水質検査をしてきました。そういう経験をしながら、自分自身が体系的

に勉強していないことに、ためらいを感じてきました。ですから、今回はまたとない機会である

と思います。 

白井の自然環境は、そのほとんどは農家の人たちが維持保全してきたものです。近年の社会構

造や人々の意識の変化は都市近郊にある白井市の農業従事者の意識をも変化させています。まし

てや、この地域には 30 年前からのニュータウン開発があります。おまけに、国を始めとする財

政不足があります。自然環境の保全はクチで言うほど容易ではないと実感します。 

しかし、今の白井市の自然環境の実態調査は必要だし、調査結果が市民の意識によい効果を与

えることを願います。保全策は現実と折り合いをつけながら実行されるべきと考えます。 

 

 

白井市｢自然環境調査員養成講座｣受講希望の理由と抱負 

桜台 相馬唐代子 

 私は平成11年 4月に夫の定年に伴い白井市桜台に転居してまいりました。 

引越し荷物の整理がすみ、家の周りの植物観察をしながらウォーキングを始めましたところ、付

近の植物の豊かさにびっくりしてしまいました。 

 夫の転勤について広島市、横浜市、広島県府中市といろいろな場所で自然観察をしてきました

が、家の近くで、今まで見たこともないような植物に出合えるのです。もう嬉しくなってしまい

ました。その後、もう花が咲いているかしら、実の成る頃かと毎年楽しみにあるいています。 

 でもそんな貴重な植物が或る日突然ブルドーザーの下敷きになってしまったこともありまし

た。千葉県のレッドデータブックに掲載されている、一般保護植物のレンリソウ（マメ科）でし

た。 

 又5年前に転居してきた頃たくさん見かけた谷田地区のヤマユリも今年はほんの数本だけにな

ってしまいました。 

 このままでは貴重な植物がニュータウンからだんだん消えていってしまうのではと、危惧して

います。せめて写真に記録しておきたいといつもカメラ持参のウォーキングをしています。私の

記録では谷田地区には千葉県レッドデータブック、千葉県カテゴリーB 重要保護生物はフナバラ

ソウ（ｶﾞｶﾞｲﾓ科）、C 要保護生物はオミナエシ(オミナエシ科)、ノハナショウブ（アヤメ科）、ギ

ンラン（ラン科）、ササバギンラン（ラン科）、マヤラン（ラン科）。カテゴリーD一般保護生物は、

クマシデ（カバノキ科）、コブシ（モクレン科）、ウマノアシガタ（キンポウゲ科）、タチフウロ

（フウロウソウ科）、シャクジョウソウ（イチヤクソウ科）、センブリ（リンドウ科）、ジュウニ

ヒトエ（シソ科）、ヒキヨモギ（ゴマノハグサ科）、カセンソウ（キク科）、ヤマラッキョウ（ユ

リ科）、キンラン(ラン科)などがあります。 

 この豊かな自然を次の世代に残しておきたいと常に思っているのですが、どのように提言した



らよいのかと考えておりました。 

 この度広報で白井市自然環境調査員養成講座の受講生募集を知り、生物調査と環境調査の方法、

実践を勉強したく応募いたしました。今までは花が好きだから、いつまでもこの場所で咲き続け

てと願うだけでしたが、もっと積極的に取り組んで行かなければと思っています。 

 

 

 

自然回帰が私の願い 

2004年 9月 5日 清水口 坪井 敏 

 私は昭和11年生まれの68歳、縁あって昭和５４年ニュータウンが開かれると共に親子４人で

白いに移住し現在は老夫婦で暮らしています。私の子供時代は大戦のため神戸、東京本郷、学童

疎開で千葉市川と転じて市川で終戦、新しい教育を受けるようになりました。後者も何も無いが

先生、生徒ともやる気のみ十分私は蝶とその食草の分布を狭い地域ながら調査しました。その後

大阪に移り高校、大学を経て働き蜂サラリーマンとなり関東に戻って来て定年を迎えました。時

間が出来周辺を見回すと５０年前と大違いの自然を目にして驚きました。温暖化の影響か南方系

のアサギマダラ、モンキアゲハがいて食草のガガイモが繁茂してジャコウアゲハが姿を消したと

か色々な現象が起きている。 

 これは私が仕事を始めた頃から始まる高度成長、経済最優先のなかで競争で自然を破壊し続け

た役４０年間の結果であり思いもしないで加害者の立場を生活のため続けてきてしまったのは

事実である。時代やその背景と共に自然が姿を変えるのは仕方が無い事であり自然現象の破壊は

人間が利便性を追求する限り無くなることはない。 

 しかし現状を調査分析して変化の内容を調べれば方向を少しでも変えることが出来るのでは

ないか。私は思い、動植物の自然観察を続けて来ましたが正直全くの門外漢、少しでもと思い１

９９８年には白井の鎮守の森の植生を調査して郷土史の機関誌「たいわ」に発表以後も第二のふ

るさと白井の動植物の変化を見続けてきました。 

 今回の自然環境調査員養成講座を知り、自然環境調査を初めて基礎から学ぶと共に不得意な鳥

類などにも分野を広げたいと思い申し込み致します。もう７０歳に手が届く年になりましたが受

講して昔の夢を続けたいと思います。 

 

 

 

平成 17年 11月 23日  

 自然環境調査員養成講座受講を希望して            寺園直美 

 

約 10 年前に白井に引っ越してきた当時はまだ、印旛郡白井町であり市役所でなく、役場だっ

た。家のポストに無料で入れられるコミュニティ新聞に「千葉ニュータウン地区は森と林と池に

囲まれ、北欧のような雰囲気がある・・・」（未開発の宅地造成地と調整池のことを言っている

らしい。）などとあり、それは誉め過ぎでしょうと思いながらも家の周りの手付かずの緑が結構、

気にいっていた。けやき台の調整池ではこどものマムシを見たし冨士のひと気のない道をキジが

横切るのを何度も見かけた。 

しかし、最近は白井駅付近に何年も放置されていた林が切り開かれ大規模マンションが建設中

だし、冨士地区もミニ開発があちこちで盛んだ。そして前述したような野生の小動物に遭遇する

機会が確実に減っているのを感じている。もちろん、開発全てが悪いというつもりはまったくな

い。ただ、自分の子ども、またその次の世代に少しでもこうした環境を伝えていくために、白井

の自然環境が今現在どういう状況なのか、まずは知りたい。そして私が小動物に遭遇した時に感

じるワクワクする気持ちを子どもたちに伝える何らかの方法を見つけることができたらと思っ

ている。 



特に白井市内の沼、池、川等 水辺の生物（魚類、貝類）の生態について詳しく知りたいです。 

 

自然環境調査員受講希望理由 

坂巻 真有美 

 

私がこの清水口３丁目に住み始めて24年になります。 

千葉市の実家（現在の緑区）とも違う、公団で開発されたこの土地で3人の子供は安全に楽しい

経験をたくさんしました。 

緑道をはさんだ住宅街はほとんど車も通らず、子供達はあちらこちらの公園に行き一日中遊ん

だものです。公園では遊具を使った遊びもしましたが、砂場での泥遊び・草花遊び・木登り・低

木樹の間での秘密基地作り、また少し足をのばしておたまじゃくし探し・ざりがにつり・カブト

ムシ探し・ひっつき虫探し・どんぐり拾いなど住宅街のみならず七次・野口・木・風間部落まで

足をのばして遊んだものです。 

子育て中、特別意識することもなく春になればよもぎをつんで団子にし、夏になれば“ウシガエ

ルがないている！へびが出た！せみつかまえた！”と驚き、秋にはすすきを取ってきてお月見を

し、冬に雪が降ればかまくらや雪だるまを作り、四季の移り変わりの中で遊びがあり行事があり

ました。 

そんな中6年前より、縁があってI梨園で梨の摘果・収穫のお手伝いをさせていただいていま

す。自分にとって仕事の合間に聞いた梨園のおばあちゃんの話が、実は自然を見直すきっかけと

なりました。 

自分の住む清水口が昔里山であったこと、調整池は湧き水のある谷津田だったこと、七次部落に

は周りの山から小川が流れていて、どこの家でも田んぼを作っており手入れのされた川岸の神埼

川で遊んだ事、梨の木にはモズのはやにえがたくさんささっていたこと、かぜひきフクロウが面

白い声で鳴いていたこと…。 

人が住むために山を切り開いて里山という環境が作られましたが、わたしの住む清水口は、農民

からわけてもらったその里山を開発して作られた住宅街だったことを知りました。 

今、七次部落の田んぼは埋め立てられ、川は護岸工事をして汚れ、梨畑を辞めてしまう農家も

増えています。楽しい子育ての思い出が里山開発の上にあったことを知り、緑多い清水口・農民

から分けてもらったこの土地をどのように守っていったらよいのだろう？子供たちがふるさと

として帰ってくるこの土地に少しでも自然を良い状態で残してあげたい。 

そんな思いから白井の自然の現状を知り、できることから関わっていきたいと思い自然環境調

査員養成講座受講を希望しました。 

 

 

自然環境調査員養成講座受講希望 

                        矢野恵理子 

 

受講希望理由と抱負 

キャリアも知識もありませんが、動・植物には興味、関心があり、機会があれば勉強をしたい

と思っていました。住んでいる白井の環境調査を通して学ぶことができればと受講を希望しまし

た。現在、幼稚園やガールスカウトで 子どもたちと接することが多いので 子どもたちへの自

然教育のお手伝いができたらと思います。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 


